
12  東和知財研究 2巻 1号（通巻 2号） 
 

 

   日中知的財産情報交流の架け橋へ 

 

北京同達信恒知識産権代理有限公司 

駐日代表 弁理士（中国） 

早稲田大学国際情報通信研究科 客員研究員 

劉 松 

 

光陰矢のごとし、私が、日本に来て、もうすぐ十年の歳月が流れています。在日の最

初の数年間は、留学生として、最先端の技術を勉強し、物事の分析能力を身につけてき

ました。大学院在籍中、技術を如何に社会で生かしていくことを考えるうち、知財に興

味を持ち、関連知識を勉強し、中国の弁理士資格を取得致しました。そのあと、「北京同

達信恒知識産権代理有限公司」に属し、在日中国知財マンとして働いてきました。 

現在、中国は知的財産保護国家戦略を策定しましたが、模倣品や海賊版がまだ存在し

ているのが現状であり、日中間の知財摩擦も急増しています。この摩擦を解消するため、

まず、互いに情報交流を深めることが必要であります。日中間の知的財産に携る数少な

い知財パーソンの一員として、両国の情報交流を促進していきたいと思います。 

そこで、自分ができるはじめの小さな一歩として、2008年から中国知的財産関連情報

を集約する「中国知財情報局」 (http://www.chinaip.jp) というサイトを作成致しました。

このサイトには、中国の知的財産に関する新聞記事、ブログ、セミナーなどのさまざま

な情報にアクセスできるようにリンクをまとめてあります。そして、記事の更新が毎日

行われ、「特許・実用新案・意匠・商標・著作権・模倣品・不正競争・独占禁止」などに

分類し、過去の記事も全文検索可能となっています。また、自由投稿できるコラムも設

け、情報交換の場としても利用できます。これからより実務に向け、法律・判例の検索

や技術移転に関する内容を追加したいと考えています。 

今後、日中知的財産情報交流の架け橋になれれば幸いと思います。 
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光阴如箭，来日本马上就要满十年了。在日最初的几年主要是作为留学生学习最先进

的技术和对事物的分析能力。研究生期间，当思考技术怎样得到保护和实际应用这个问题

时，知识产权领域引起我的兴趣，在自学相关知识之后，我考取了中国的专利代理人资格，

并加入北京同达信恒知识产权代理有限公司，在日本开始从事相关工作。 

    现在，尽管中国制定了国家知识产权保护战略，但是仿造品和盗版等现象仍然存在，

中日之间知识产权相关的摩擦也急剧增加。为了解决这样的摩擦，我认为首先要加深相互

之间的信息交流。作为中日之间为数不多的知识产权人之一，我很想为促进这样的信息交

流出一份力。 

    作为第一步，2008年我制作了能够收集中国知识产权相关信息的网站 “中国知财情报

局”（http://www.chinaip.jp）。该网站收集了与知识产权相关的新闻、博客、演讲会等各

种信息，并将原文的链接整理在一起。网站的信息按照发明，实用新型，、外观设计，商

标，著作权，仿造品，不正当竞争，垄断等项目归类，每天都会进行更新而且所有信息都

可以进行检索。另外网站还设置了自由投稿的专栏模块，作为大家信息交流的平台。为了

更加贴近于专利实际业务，今后还将增加法律和判例的检索以及技术转移的相关内容。虽

然 “中国知财情报局” 目前只是第一步，希望它将来能够成为中日知识产权信息交流的桥

梁。 

 


